
日本ナショナリズムの歴史 全4巻
《各巻の構成》

天
皇
制
は
ど
う
し
て
か
く
も
長
く
存
続
で
き
た
の
か

定価：〈全巻均一〉3,024円（税込）

四
六
判
・
並
製
・
三
六
〇
頁
予
定

日
本
ナ
ショ
ナ
リ
ズムの
歴
史

Ⅲ

ⅦⅧ

「
神
話
史
観
」の
全
面
展
開
と
軍
国
主
義

神
国
ナ
ショ
ナ
リ
ズ
ム
と
軍
国
主
義
日
本

大
日
本
帝
国
の
崩
壊
と
天
皇
制
の
ゆ
く
え

日
清
戦
争
か
ら
満
州
事
変
ま
で
／
軍
に
よ
る
〝
軍
国
主
義
〞
宣
言『
陸
軍
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
』／
美
濃
部
博
士
バ
ッ
シ
ン
グ
か
ら「
国
体
明
徴
」運
動
へ
／
文
部
省『
国

体
の
本
義
』の
神
話
史
観
／
矢
内
原
忠
雄
教
授
を
東
大
か
ら
追
放
し
た
も
の
／
国

家
総
動
員
法
と
津
田
左
右
吉「
神
話
研
究
」の
抹
殺
／
日
本
軍
国
主
義
思
想
の
極

点―
―

文
部
省『
臣
民
の
道
』と
陸
軍
省『
戦
陣
訓
』／
国
民
学
校（
旧
小
学
校
）を

つ
ら
ぬ
い
た
教
育
思
想
／
軍
国
主
義
が
つ
く
り
あ
げ
た
人
間
像

対
米
英
戦
争
の
緒
戦
と
結
末
／
敗
戦
で
問
わ
れ
た
天
皇
制
／「
神
権
天
皇
」か
ら

「
象
徴
天
皇
」へ
／「
人
間
宣
言
」と
全
国
巡
幸

2017年10月初旬

四
六
判
・
並
製
・
三
六
〇
頁
予
定

日
本
ナ
ショ
ナ
リ
ズムの
歴
史

Ⅰ

ⅠⅡ

「
神
国
思
想
」の
展
開
と
明
治
維
新

日
本
ナ
ショ
ナ
リ
ズム
の
源
流

国
学
と
水
戸
学
に
み
る
初
期
ナ
ショ
ナ
リ
ズム

Ⅳ
幕
末
の
動
乱
と
天
皇（
制
）復
権
への
道
程

Ⅲ
日
本
史
の
中
の
天
皇
制

2017年9月初旬

四
六
判
・
並
製
・
四
〇
〇
頁
予
定

日
本
ナ
ショ
ナ
リ
ズムの
歴
史

Ⅳ

ⅨⅩ
国
家
主
義
の
復
活
か
ら
自
民
党
改
憲
草
案
ま
で

よ
み
が
え
る
日
本
ナ
ショ
ナ
リ
ズ
ム

日
本
ナ
ショ
ナ
リ
ズ
ム
と
歴
史
認
識

新
た
な
国
づ
く
り
へ
の
出
発
／
米
国
の
対
日
政
策
の
転
換
と
日
本
再
軍
備
へ
の

歩
み
／「
日
の
丸
」「
君
が
代
」問
題
の
始
ま
り
／
再
軍
備
の
推
進
と
吉
田
首
相
の

「
愛
国
心
」論
／
教
科
書
問
題
の
起
こ
り
と「
期
待
さ
れ
る
人
間
像
」問
題
／「
明
治

百
年
」と「
紀
元
節
」の
復
活
、「
元
号
法
」／
日
米
安
保
体
制
の
進
展
と
自
衛
隊
の

増
強
／
再
燃
し
た
教
科
書
問
題
と「
日
の
丸
」「
君
が
代
」問
題
／「
戦
後
五
〇
年

決
議
」か
ら
国
旗・国
歌
法
、教
育
基
本
法
の
改
変
ま
で
／
自
衛
隊
の
変
質
と
日
米

軍
事
一
体
化
の
急
進
／
戦
後
保
守
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
集
大
成―

―

自
民
党
改
憲

草
案

2017年10月初旬

四
六
判
・
並
製
・
三
六
〇
頁
予
定

日
本
ナ
ショ
ナ
リ
ズムの
歴
史

Ⅱ

ⅤⅥ

「
神
権
天
皇
制
」の
確
立
と
帝
国
主
義
への
道

近
代
天
皇
制
国
家
の
構
築
と
ナ
ショ
ナ
リ
ズム

福
沢
諭
吉
に
み
る
ナ
ショ
ナ
リ
ズム
形
成
の
軌
跡

討
幕
派
は
な
ぜ「
神
権
天
皇
」を
求
め
た
の
か
／
新
し
い
天
皇
像
の
創
出
と
廃
藩

置
県
／
神
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と「
征
韓
論
」／
自
由
民
権
運
動
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
／
天
皇
巡
幸
と
軍
人
勅
諭
／
大
日
本
帝
国
憲
法
と
教
育
勅
語
／
歴
史
学
の

挫
折―
―

久
米
邦
武
事
件
／
日
清
戦
争
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
沸
騰

日
本
独
立
へ
の
渇
望
と
執
着
／
福
沢
の「
日
本
論
」と「
西
洋
諸
国
観
」の
転
換
／

「
ア
ジ
ア
の
盟
主
」へ
の
道
／
福
沢「
天
皇
制
論
」成
立
の
軌
跡
／
朝
鮮
へ
の
干
与

か
ら「
脱
亜
論
」へ
／
日
清
戦
争
と
福
沢
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
確
立

2017年9月初旬

奈
良
女
子
大
学
名
誉
教
授
、日
本
近
代
史

『日本ナショナリズムの歴史』全４巻
――私も推薦します！

「
た
い
へ
ん
面
白
い
」問
題
提
起
の
書

新
崎
盛
暉

（
沖
縄
大
学
名
誉
教
授
、沖
縄
現
代
史
）

石
山
久
男

（
元
・
歴
史
教
育
者
協
議
会
委
員
長
）

井
上
勝
生

（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
、幕
末
・維
新
史
）

梅
林
宏
道

（
核
・
安
保
問
題
研
究
、ピ
ー
ス・デ
ポ
創
立
者
）

大
城
将
保

（
作
家
、沖
縄
戦
研
究
者
）

笠
原
十
九
司

（
都
留
文
科
大
学
名
誉
教
授
、中
国
近
代
史
）

桂 

敬
一

（
元
東
大
教
授
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
論
）

金
平
茂
紀

（
Ｔ
Ｂ
Ｓ「
報
道
特
集
」キ
ャ
ス
タ
ー
）

川
田
文
子

（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）

轡
田
隆
史

（
元
朝
日
新
聞
論
説
委
員
、エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

古
関
彰
一

（
獨
協
大
学
名
誉
教
授
、憲
法
学
・
憲
法
制
定
史
）

高
嶋
伸
欣

（
琉
球
大
学
名
誉
教
授
、社
会
科
教
育
）

高
嶺
朝
一

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、元
琉
球
新
報
社
社
長
）

俵 

義
文

（
子
ど
も
と
教
科
書
全
国
ネ
ッ
ト
21
・
事
務
局
長
）

長
元
朝
浩

（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
客
員
論
説
委
員
）

前
田
哲
男

（
軍
事
史
研
究
、自
衛
隊・安
保
問
題
ル
ポ・評
論
）

安
川
寿
之
輔

（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
、日
本
近
代
思
想
史
）

山
田 

朗

（
明
治
大
学
教
授
、日
本
近
代
史
）

渡
辺
賢
二

（
元
高
校
日
本
史
教
諭
、陸
軍
登
戸
研
究
所
を
発
掘
・
調
査
）

　

小
さ
な
島
国
、日
本
は
、明
治
維
新
か
ら
わ
ず
か
三
〜
四
〇
年
で

世
界
の
列
強
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
と
き
日
本
人
の
心
に
注

ぎ
込
ま
れ
た
の
が「
神
権
天
皇
制
」で
し
た
。 

わ
か
り
や
す
く
い
え

ば
、世
界
を
相
手
に
戦
争
す
る
ま
で
に
な
っ
た
、あ
の
太
平
洋
戦
争

の
時
期
に
、「
日
本
ヨ
イ
国
、キ
ヨ
イ
国
、世
界
ニ
一
ツ
ノ
神
ノ
国
」と

さ
か
ん
に
言
い
ふ
ら
さ
れ
た
、そ
の
思
想
で
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
北
で「
日
本
帝
国
」が
崩
壊
し
、こ
の
思
想

も
総
崩
れ
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

敗
戦

か
ら
七
〇
年
余
、「
明
治
百
五
十
年
」の
か
け
声
と
共
に
、大
手
を
ふ

っ
て
い
ま
復
活
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
神
権
天
皇
制
」を
軸
と
し
た「
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

の
成
り
立
ち
、発
展
、変
ぼ
う
、そ
し
て
今
日
に
い
た
る
、そ
の
歴
史

を
、日
本
で
は
じ
め
て
系
統
的
に
明
ら
か
に
し
た
の
が
こ
の
本
で
す
。

　

原
稿
の
一
部
を
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、「
た
い
へ
ん
面
白

い
」と
い
う
の
が
第
一
印
象
で
す
。

　
「
面
白
い
と
い
う
意
味
」は
、し
っ
か
り
学
界
の
研
究
状
況
を
伝
え

る
と
共
に
、編
集
者
で
あ
る
と
と
も
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活

躍
し
て
こ
ら
れ
た
そ
の
視
点
で
、す
る
ど
く
問
題
を
提
起
し
、論
点

を
明
ら
か
に
し
、な
に
が
問
題
か
、そ
れ
が
的
確
に
わ
か
る
叙
述
に

な
っ
て
い
る
、だ
か
ら
面
白
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

著
者
は
、こ
の
本
の
結
び
と
し
て
、今
日
の
日
本
の
民
主
主
義
の

危
機
的
な
状
況
を
た
だ
す
た
め
に
、「
日
本
近
現
代
史
の
〝
総
学
習

運
動
〞
を
提
案
」さ
れ
て
い
ま
す
。 

大
賛
成
で
す
。 

こ
の
本
が
ひ
ろ

く
読
ま
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

中
塚 

明

早
稲
田
大
学
教
授
、日
本
近
代
史

歴
史
認
識
力
を
鍛
え
て
く
れ
る
本

　
「
自
国
中
心
」が
世
界
的
に
台
頭
し
、日
本
で
も「
日
本
」を
鼓
吹
す

る
流
れ
が
あ
ら
わ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
体
、ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

は
何
な
の
か
。 

日
本
で
は
ど
の
よ
う
な
現
れ
方
を
し
て
き
た
の
か
。

そ
れ
は
天
皇
・
天
皇
制
と
ど
う
か
か
わ
る
の
か
。 

多
く
の
人
び
と
が

強
い
関
心
を
も
ち
、疑
問
を
抱
い
て
き
た
テ
ー
マ
で
す
。

　

研
究
レ
ベ
ル
で
も
解
明
の
必
要
性
・
切
実
性
は
強
く
意
識
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、問
題
の
大
き
さ
か
ら
手
控
え
た
り
、個
別
的
だ
っ
た

り
し
て
、体
系
的
・
系
統
的
な
追
究
が
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、長
年
、編
集
者
と
し
て
、出
版
人
と
し
て
、本
を
世
に
出

す
と
同
時
に
、ご
自
身
も
本
を
書
い
て
社
会
に
対
し
て
発
信
・
発
言

し
て
き
た
梅
田
正
己
さ
ん
が
、ず
っ
と
胸
に
つ
か
え
て
い
た
こ
の
テ

ー
マ
と
格
闘
し
、精
魂
込
め
て
書
き
上
げ
た
の
が
本
書
で
す
。

　

こ
の
本
の
魅
力
は
、わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
語
り
か
け
、問
い
か

け
な
が
ら
、そ
れ
に
対
す
る
著
者
の
解
釈
や
解
答
が
鮮
や
か
に
提
示

さ
れ
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。 

し
か
も
、思
い
つ
き
や
独
断
で
は
な

く
、史
料
・
文
献
や
研
究
を
踏
ま
え
て
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

読
者
は
、本
書
を
通
じ
て「
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」の
〝
成
り
立

ち
〞
と
〝
生
態
〞
を
探
る
と
同
時
に
、精
彩
に
富
ん
だ
闊
達
な
筆
の

運
び
に
誘
わ
れ
て
、自
ら
の
着
想
力
や
問
題
発
見
力
を
豊
か
に
し
、

著
者
の
解
釈
・
見
解
と
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、歴
史
認
識
力
を

鍛
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

近
代
日
本
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
だ
け
で
な

く
、戦
後
日
本
、と
く
に
〝
今
〞
を
考
え
る
た
め
の
重
要
テ
ー
マ
に

挑
戦
し
た
壮
挙
と
し
て
、本
書
を
推
薦
し
ま
す
。

大
日
方 
純
夫


